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New Series ofType OPH-B Air-blast Circuit Breakers

仲 野 善 一*

Zen'iclliNakano

鎌 田 譲**
Yuzuru Kamata

平 田 敬 一*

KeiichiHirata

山 崎 精 二***

SeijiYamazaki

佐 藤 敏 三*
Toshiz∂Sat∂

要 旨

電力系統の増大に伴い,これに使用する遮断器もますます高電圧,大容量のものが要求されつつある｡この

たび開発したOPH-B形空気遮断器は300kV以上の高電圧,大容量系統用のもので,300kV,4,000A,25,000

MVAおよぴ525kV,4,000A,35β00MVAという超大形の遮断器である｡

本器はこれまで多数の納入実績を有するOPF,OPG形空気遮断器の技術をもとに開発したもので,操作圧力

30kg/cm2の大容量遮断部ユニットを有する小形で高性能の遮断器である｡

l.緒 口 2.定格 と 仕様

電力需要の増大に伴う系統の大容量化,高電圧化は世界的な傾向 表lに新系列ABBの定格と仕様の一覧表,図1～2に同外観を

である｡わが国においても,現在の最高電圧300kVの遮断器につ 示す｡

いてみると,これまでの最大遮断容量15,000MVAに対して20,000

MVA,さらに25,000MVAのものが要求されている｡また,定格電

流についても従来の2,00OAに対して4,000Aが要求される場合も

ある｡一方,系統電圧の昇圧については,500kV系の建設計画が推

進され,その実現もまぢかにせまっている｡このように遮断器が大

容量化,高電圧化するに伴い,性能面,信頼性の面での要求は従来

以上にきびしいものとなるとともに,近年,変電所用地の取得が困

難となりつつある状況から,いっそう小形で高性能の遮断器が要求

されている｡遮断器製作の面からみると,大容量化,高電圧化に対

処するのに,単に従来形遮断器の拡大でほ性能,寸法,価格などを

総合的に考慮して適当とは言いがたい｡

このたび開発したOPH-B形空気遮断器(以下ABBという)は,

このような観点から定格電圧300,525kVを主眼として設計したも

ので,操作圧力30気圧の大容量遮断ユニットの採用により,小形で

高性能な遮断器の新系列を完成した｡木器の基本的な構造は多数の

納入実績を持つOPF,OPG形ABB(1)(2)と同様で,このほかに500

kV系で問題となる開閉サージ抑制のために抵抗投入方式を採用し

ている｡

表1 定格 お よ び仕様

形 式 OPIi-3500B-PAR OPH-2500B-PAR
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図1 0PH-3500B-PAR 525kV,4,000A

35,000MVA空気遮断器(1相)

禁圭望;重
器塾歪盗･--㌻野

藍≡夢
始⊆‾‾1-へ表:γ藍 茎垣堅姦三㍍r

し_ノ亀_=

彗霊房ノ造羞u･=ミ
怒声夏

慧‾･一r〟-一三･墾勇一-ぎ器喜_観点云‾垂‾･蔓二■■､T嘗ル暦

鷲茎

図2 0PH-2500B-PAR 300kV,4,000A

25,000MVA空気遮断器(1相)



超 人 容 品 OPH-B 形 ′空 気も遮 断 器 の 開 発 1165

表2 500kV級遮断器のユニット数
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3.構 造

3.1一般自勺な特長

木器の基本的な構造は,既開発のOPF,OPG形ABBll米の一

貝した構想に基づいており,大地側ソた災タンク■1二にがい‾r･柱を巾∴■′二

させ,この上に2点1ユニットの常時充気式タンク形遮断部を水､l八

配置している｡操作系は充電部側と大地側の弁を機械的に連結し,

これらすべてを遮断器内部の高気圧中に封入している｡各遮断点間

の電圧分布改善用コンデンサほ遮断部外部に,また並列抵抗は速断

部内部に設置しており,外見上簡潔な姿となっている｡木器は,こ

れらOPF,OPG形ABBの構造上の特長以外に,大容量,高電圧

用として次の点に考慮が払われている｡

3.2 大容量遮断ユニット

OPF,OPG形ABBなど従来形は遮断部ユニット電圧84kVを

標準とし,逐次ユニット数を増加して高電圧用遮断器を構成したが,

木器は最初から300～525kVを対象に枚器寸法,経済性などを検討

したため,300kVは2ユニット,525kVは3ユニット構成として

ある｡大容量ユニットの実現は操作圧力30kg/cm2(従来形は15

kg/cm2)の採用によるもので,30kg/cm2の常時充気式によりユニ

ットの遮断性能,絶縁性能を格段に向上することができた｡

系統電圧の高圧化に伴うユニット容量の大形化は世界的な傾向で

あり,代表的メーカーの500kV級遮断器のユニット構成を比較す

ると表2のようになる(3)～(6)｡遮断容量の検証法は,ユニット遮断

容量の増大に伴い部分試験,等価試験がひろく採用される傾向にあ

る(7)｡

3.3 並列抵抗回路

500kV系ではBIL低減の見地から遮断器開閉時,特に無負荷線

路の再投入時のサージが問題となる｡サージ抑制法としては主接点

開合に先行して抵抗をそう入するいわゆる抵抗投入方式が各方面で

研究され,現在では最も有効なサージ抑制法とされている｡

木器は,抵抗投入方式に加えてさらにこの抵抗を遮断時にもそう

入する方式となっている｡本方式では遮断時の抵抗そう入により線

路電荷の放電が期待できるので,再投入時のサージをさらに低減す

ることができる｡抵抗値は国内500kV系統の計画を基に検討した

結果,1相当たり数キロオームでよいことがわかったが(8)(図3,4

参照),遮断時の各遮断点間電圧分璃了の均一化,再起電圧の抑制に

もあわせて効果を得るよう考慮し,525kV延格1相当たり900王ユ

を採用した｡

この結果,再起電圧の抑制に効果をあげることができるほか,近

距離線路故障遮断など再起電圧上昇率のきわめて高い場合でも,各

遮断点間の電圧分布を均等化することが可能になった｡抵抗接点は

数百アンペアの電流遮断を行なうため空矧次付を行なう形式とし,

投入時は主接点に約1/4サイクル先行して投入し,遮断時ほ約1サ

イクルおくれて閉路する｡このように1種煩の抵抗体,抵抗接点を

投入,遮断両用に使用するため構造をきわめて簡単にすることがで

きた｡また抵抗体は金属抵抗を使用し,高気圧中に設置されている

ため放熱冷却効果が大きく,小形であるにもかかわらず十分な熱容

量を有している｡
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3.4 操 作 系

OPF,OPG形ABB以来の機械的引張り操作機構は,いまや国の

内外を問わず高電圧用遮断器に採用され,筆者らの主張する操作の

高速性,確実性を立証するに至った｡木器ではさらにバネリンクな

ど中間連結部品の一部を省略して簡単化するとともに,次節に述べ

る高速形電磁弁の開発とあいまって2サイクル遮断器の実現を可能

にした｡

3.5 2サイクル電磁弁

棟械的操作系の採用により,従来の標準電磁弁を使用した場合で

も木器の開極時間は331nS以下で,2.5サイクル遮断器の実力を有

するが,さらに高速形電磁弁の開発により2サイクル遮断を可能と

した｡図5～7に2サイクル用電磁弁の構造を示す｡本電磁弁は,従

来形電磁弁のパイロット弁を廃止して代わりにプランジャを設置し

た点が異なるのみで,取付寸法そのほかは従来形と同じであるから,

必要に応じて電磁弁のみを交換して2サイクル遮断器とすることも

できる｡動作は従来形がアマチュア引付けから電磁弁本体開弁まで

4段の動作を要したのに対し,2サイクル用では,プランジャを動

作させて直接電磁弁本体を開弁させるまで2段の動作としてデッド

タイムの短縮をはかった｡この結果,開極時間は10ms短縮して2

サイクル形にすることができた｡

3.d 耐 震 構 造

近年,各地で地掛こより穏力機器が倒壊する解放が発生しており,

特に超々高圧用のように垂心の高い遮断器については耐姦構造に十

分留意する必要がある｡耐震上長も弱点となるのは支持がい子の板

木で,この点を補強するにはステーがい子を張って見かけ上の底部

断面係数を増加するのが有効である｡本器は,支持がい子を支持専

用がい子と送女も用がい管の2本に分割併立させて断面係数を大きく

する一方,各遮断部ユニット間に専用の連結がい子を設置し,各遮

断部ユニットにステーがい子を張って完全トラス構造としたので,

超々高圧用として重心の高い場合でも十分安全である｡

3.7 そのほかの特長

(1)525kV用は3ニにット,300kV用は2ユニット構成と遮
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断部ユニット数が少ないうえに,各ユニット中の2速断点

は1個の可動接触子で開閉を行なうため保守,点検の手数

が著しく少ない｡

(2)据付面積が小さい｡

(3)本体を遮断部,支持がい管部,下部空気タンク部,電磁弁

箱の4ユニットに分け各部を単独に製作管理するので,信

顔度が高く,互換性も完全である｡

(4)4ユニットを積重ねるだけで機械的,空気的な連結が完了

上 可動接触子 下 固定應触子

図8 主 接 点 部
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図9 操 作 系 統 説 明 図

するので組立に時間がかからず,本体まわりの配管がいっ

さいないため空気漏れの心配がない｡

(5)低抵抗遮断方式と高気圧の採用により遮断性能は万全で

ある｡

(6)主接点部は図8に示すよう固定子のアーク接触子のまわり

にチューリップ形主接触子を配置しているので,主接触面

がアークに損傷されず4,000Aのような大電流通電に最も

適した構造である｡

4.動 作(図9,10参照)

4.1遮 断 動 作

1ユニット中の2遮断点を橋給する可動接触子を上方に引き上げ,
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国定接触子との間に発生したアークに高圧空気を吹き付けて速断を

行なう｡可動接触子の開閉動作は,遮断部近傍に設置した受信弁に

より行なわれる｡受信弁ほ引張棒を介して大地側の送信弁と機械的

に連結されて,投入状態では受信弁に働く高気圧により系統を上方

に引き上げているが,閉路用電磁弁を開くと送信弁に働く差圧力が

これに打ち勝つので,受信弁は下方に引張られる｡受信弁の排気口

が開き,まず遮断部を開き,一定柑了一口おくれて抵抗援ノこ【よが開く｡主

遮断部と抵抗接点の時差はそれぞれの排気特性によるもので,とく

に時限装置を必要とせず構造簡単で正確な動作を行なうことがで

きる｡

4.2 投 入 動 作

閉路用電磁弁を開くと,送信弁に働く差圧力が解消して操作系は
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図13 過電流通電試験時の代未的な温度上昇特性

受信弁に働く力によi)上方に引張られ,受信弁は排気口を閉じてふ

たたび遮断部および抵抗接点に給気する｡投入の際も給気特性の差

により,まず抵抗接点カ;投入し,続いて主遮断部が投入する｡

主接点と抵抗接ノ､烹の動作関係は図11に示すとおりである｡

5.諸特性試験

木器は昭和41年4月から5月にかけで各電力会社の立会のもと

に,300kV定格について形式試験を終了した｡形式試験はJEC-145

および最近審議終了した電力会社の電力用規格(B-112)速断掛こし

たがって実施された｡このほか本器は,さらに数多くの過酷な社内

試験が実施され,特性が明らかにされている｡

5･1開閉特性試験

2サイクル用高速形電磁弁使用の場令は閃極時間23ms以下,従

駄敬称鑑流 三 -≡2せイ如淵底橡棚
王

弓掛仁賂･i
仙･･=､′ふ-一三淵ms -一 仙可-

同線人引熟自由式凝

鞄蝮】簸榔恥竜三守制御電蛙D.C,l(事秒V
j転変1

23ms
仙､･･′〟肘I18ms山山･

l
.5皿S

凍一冬之-
壬

r l 1‡l【r‡‡1】【f】1111‡‡壬

囲12 高速度再投入操作時のオシログラム

ー23巾

来形電磁弁使用の場合は33msで,閃離差は1ms

以‾‾Fであった｡また抵抗接点は投人特約1/4サイ

クルセ接点に先行,遮断時ほ約1サイクル工接点

におくれて開離している｡図12は高速度再投入

動作時の代表的なオシログラムである｡

5.2 温 度 試 験

温度試験は通常の温度試験以外に,遮断試験後

(56.2kA9回遮断後)および耐熱アルミ線(1,260

mm2×2)接続時など特殊な条件においても実施
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(1Ⅰ一H-2,500R-Ij∧R 300kV｡へRR

003(
Ⅵ
∈
h
し
≦
)

塑

世

紳

電気協同研究会20巷2号による計算情

速
5〃右せん給電柱

､､

0.05 0.1

汚 招 旨(口1g./cm2)

図14 等価駕巾せん終電托

喋(壮大)lst

投大コ

酎【才.ずし⊇イエソk

‡≦巨

‡デ ＼‾.メ

遮 断

点 数

操作圧力

(kg/
cIT12)

24

24

24

24

33

33

電 圧

ぐkV.)

キ昆 流

(A)

_竺L_竺_L
㌃l+芸
垂二】ニラ

㌃弓ぺ

試写灸結果

再点発弧たし

再点発弧なし

再点発弧なし

再点発弧なし

Tr電

側圧
異倍
常数

2.2以】F

2.2以下

三相換算電圧二*

諸志儒
219

548

452

352

368

300

328

820

615

*瑚換計舐=試験班×漂慧慧賢×去×去×行
方1=1.15 相電圧に対する倍数

芸…≡王:冒…芸霊悪霊言霊≡芸書芸霊宝芸三‡電圧分布の係数

されたが,いずれの場合も各部の温度上昇値の差は僅少であった｡

さらに定格電流以上の過電流通電を行なった場合では,銀接触部の

阜...亨.巨j..巨..11

(2サイクル用電磁弁使用)

岡15(a)短絡電流遮断試験オシログラム

(ワイル式等価試験)

岡15(b)短絡電流遮断試験オシログラム

表5 短 絡 電 流 遮 断 試 験 結

洪上昇限度55℃に対して約5,000Aの通電能力があ

り,チューリップ形主接触子を持つ木器の大電流

特性がすぐれていることを確認した｡表3は各条

件での温度試験結果,図13は過電流通電試験時の

温度上昇曲線を示したものである｡

5.3 耐電圧特性

500kV級の遮断箸別こついては国内ではまだ耐

電圧の規格値が決定されていないが,本器は目下

の最高案を考慮してインパルス1,800kV,商用周

波805kVの耐電圧値とした｡耐汚損特性につい

ては,木器は標準形のがい子を使用しているにも

かかわらず良好な耐汚損特性を示した｡これは対

地側の支持がい子を平均直径の小さながい子に分

割並立させたためで,300kV用については常規対

地電圧では0.1mg/cm2,1線地絡時の健全相電圧

を考えても0.05mg/cm2以上の汚損度に耐えるこ

とができる｡図14は試験結果を示したものであ

るが,電気協同研究(9)に茶づいて計算した値とほ

ぼ一致している｡

5.4 小雪流速斬試験

本器は操作圧力を30kg/cm2に昇任したため

遮断直後の絶縁回復が早く,すぐれた充電電流遮

断性能を有している｡最低圧力24kg/cm2にお

いて線間電圧以上の試験電圧についても実施した

が,残留電圧100%でいずれも無発孤,無再点弧

であった｡･

励磁電流遮断試験ほ6ノ､9Aで実施されたが,変

圧器側異常電圧倍数は2.2倍以下であった｡

表4は小電流試験結果の代表例を示したもので

ある｡

5.5 短絡電流遮断試験

実負荷試験とワイル等価試験を併用して遮断性

果

試験の種類
操作圧力

(kg/cm2)

遮 断 馬 流 アーク時間

(対称値)ぐkA)l(～)

412

22

69相当

111相当

0.66～仇73

56.5～59.7

57.3～58.7

26.6～26.7

0.1～0.3

0.2～0.4

0.4～0.7

0.4

遮断時間

(∩))

2.1～2.3

再 起 電 圧

竿忍苦l振幅率

投入電流
波高値
(kA)

1.4

_三土l

1.5～2.0 0-0.25s-CO-1m-CO

0-0.25s-CO-1m-CO

流
下岨

絡短

屯旺分布汐り定 350 10.7～10.9 0.3～0.4

2サイクル用電磁弁
使用

ワイル等価

ワイル等価脱調速断

中間点で50%分担

げ24叫
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表6 SLF 試 験 結 果

対象とする

遮 断 器

比遮断

容量(%)

電 流

(kA)

遮 断

点 数

操作圧力

(kg/cm2)

花 月三

(kV)

助 rF

責 務

遮断電流

(対称値)
(kA)

60 2臥9

300kV

25,000MVA

525 kV

35,000MVA

250MVA

ヲ己電機
60l-∴ 乱獲用

75

90

60

75

90

36.1

43.3

23.1

29.0

34.6

26

26

43.5

相 当

53

相 当

29.6

37.1～37.4

44.5～44.7

23.7

29.8～29.9

35.5～35.7

アーク時間

(′､)

0.37～0.39

0.37～0.38

0,37～0.38

仇36′-0.38

0.37～0.38

0.35～0.37

遮断時間

(へノ)

2.32～2.34

2.32～2.33

2.32～2.33

2.31～2.33

2.32～2.33

2.30～2.32

電源側固有再起電圧

事振幅率
1.1

1.1

1.1

1.16

1.16

1.16

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

線路側固有再起電圧

盟l竺
10.2

20.3

60.8

4.65

9.3

27.8

1.6

1.6

1,6

1.6

1.6

1.6

(56.2kA 9回遮断摸)

国16 遮断試験後の接触子

mgM｡∫

剛
†忙⊥王

補助檀断部

供

式
Il=

CR

分圧器

能を検証した｡遮断電流は,168kV,15,000MVAを想定して56.2

kAまで実施したが,いずれもアーク時間0.7サイクル以下で遮断

した｡これは300kVでほ26,000MVA,525kVでは46,000MVA

に相当する｡動作責務についても通常の高速度再投入動作以外に,

0-0･25s-CO-10s-COと再充気時間をつめて試験を実施したが問題

なく遮断できた｡脱調遮断は,相電圧の2倍の電圧,最大遮断電流

の半分の電流,定格遮断容量における再起電圧で実施された｡また

遮断点間の電圧分布は低抵抗を使用したため中間点(3/6点)で全体

の50%と完全均等分布であった｡表5は試験結果の代表例,図15

はオシログラム,図柑は遮断試験終了後の接触子を示したもので

ある｡

5･る 近距離線路故障(SLf)遮断試験

大容量系統に接続された架空送電線で,遮断器から数キロメート

ル程度離れた地点で短絡事故が生じた場合,遮断電流が大きく高い

占.13 ップ

R

｢し

恥｢

分淡器

Cvn

膿晰岩旨 スイソチ

l

L一-----⊂ユーーーーーー+
始動f.;一冒･発句三業irこ

+
屯

図17 SIJF 試 験 回 路

図18 SLF遮断試験オシログラム

分流器

Jl三 渦【---+

再起電圧上昇率を伴うため遮断器にとって

過酷な条件となる｡このような事故を近距

離線路故障(SLF)と呼び各方面で研究が

進められている｡SLF遮断試験はワイル等

価試験によりIEC案ならびに電気学会専

門委員会推奨案にしたがい,母線短絡容量

(ABBの定格遮断容量に等しいと仮定)の

90,75,60%に相当する短絡条件で行なわれ

た(10)｡また操作圧力は定格の85%として

26kg/cm2で実施された｡図けは試験回

路を,表dは試験結果を,図18は代表的なオシログラムである｡

図18で電圧源からの再起電圧波形は並列抵抗のため極問電圧

波高値以後減衰しているが,アナライザにより並列抵抗の有無に

よる影響を検討した結果が図19(a),(b)である｡

すなわち,(a)は線路側の固有再起電圧波形で,(b)は本ABB

付属並列抵抗により上昇率,波高値とも抑制された状況を示して

いる｡

5.7 耐圧力試験

本器は30kg/cm2の高気圧操作であるため各部の耐圧力構造

に留意し,特にがい子部分については,プッシングがい管の内部

にエポキシ樹脂製の筒を使用し,がい管には径方向の力が作用し

ないようにした｡支持がい管は内径を細くして径方向,軸方向の

力に対して十分な強度を有するよう考慮した｡試験は各部単独に

49･5kg/cm2(最高使用圧力33kg/cm2×1,5)の繰返し加圧を行

なったほかに,全体として42kg/cm2以上の加圧放置試験を行

ない,各部に界常のないことを確認した｡

5･8 開閉操作時のがし､子応力測定

定格操作におけるがい子各部の応力を測定した結見 各部とも

応力はがい子強さの10%以下で,開閉操作によるがい子応力への

影響ははとんど問題とならないことがわかった｡

ー25-
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100/上S/div

20/‡S/div

(a)並列抵抗なし

言己号 名 称

空気J上編供

監頚) 電 動 俄

(∂ 圧 力 計

冶 月】 器

今
妥 全 弁

+>〈ト 排 油 弁

+>ト 避 止 弁

⑧ スト レ【ナ

甲 圧力開朋経

1ヨー滅 吐 弁

-b<1-

止 弁

(排出弁兼用)

ーー∈ヨー ドレーンタンク

○ 空朱 タ ンク

卜..巨
M

100JJS/div

20メJS/div

(b)並列担:抗付き

(300kV,25,000MVA,75%SLF)

図19 線路 側再起電 圧 波形

//

′=F…人山2箭m2
M 電動機用

高空警報用栢▼▼

仁▼▼宝
圧力開閉装置†ABB本休こ

150kg/そm2T30kg/そm2

!/lABB那

圧縮空気発生装置電動機用

/

′

M
主空気タンク

/■■
減†t二1≡置

作

朔+佃+

｡+

圧縮空気発生装置

(a)低圧配管方式

ゝ∠蓋置

.レクピ
ー

ユキ

ン

.
レ
.ド

/､. ′′､､､ドレン

＼､ノ ､､ノ

減圧弁栢

”
｢
〓

L当

/+
ABB操作キューーピグル

■〔且･甘.+TXT

｢いl;■+

｢.=+

ABB本休へ

(b)高圧配管方式

国20150kg/cm2圧縮空気系の基本形式
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主空乞もタンク仕様

主空気タ
100Jx5

フ レー∠

ンク

卜弁

1,830--･

27
r
3¢

++--

i窺よ｡ドレンタ〉ク嶽へ

表7 150kg/cm2空気圧縮機仕様

使 用托 ブJ150kg/毛m2

最高使用圧力170kg/々m2

内 容 柿 500J

l

トー650一+

圧力開閉

圧力計

ゲージコ

安全弁

主配管よI

!

､.1
l

んン弁 †

図21主空気 タ ンク(500り

形 式 W3S2-FCA

電

電

動

機

圧 (Ⅴ)

数波周 (c/s)

200

50/60

出
一
棟

力 (kW)

数

22

転回 数 (rpm)

縮圧 段 数

720/865

効有 吐 出 量

入吸 圧 力

吐 出 圧 力 (kg/Cm2)

0.80/0.99

大 気 圧

150

冷 却 方 式 空 冷

駆 動 方 式 直 結 式

作伽1i力(kg■しⅧ2)

部品名
130 135 140 145 150155 160 165 170

安 全 弁 吹l卜 吹Jli

l土

力

開
閉
器

福江警報用 りF■F ON

うE動機制御用
(常用蛙都機)

()N U上ノ上1

電動機制御用
(予備圧縮機)

ON (〕Fモ1

図22 圧縮空気発生装置の運転圧力

る.空 気 系

OPH形ABBでは操作圧力を従来の15気圧から30kg/cm2に昇

圧したため,空気系についても1次圧を150kg/cm2に昇圧して(従

来は30kg/cm2)小形で能率のよい空気系とする一方,圧縮空気の

除湿に効果を上げるようにした｡空気系に関する詳細については稿

を改めて述べるとし,ここでは主要部分について触れるにとどめる｡

る.1空気系の基本形武

図20に空気系の基本形式として,低圧配管方式と高圧配管方式の

例を示す｡繰返し再投入など短い再充気時間が要求される場合は,

遮断器の近傍まで150kg/cm2で配管する高圧配管方式が有利で

ある｡

150kg/毛m2

02

1.0

(
の
㌧
n
【
ヱ
増
資

ン/

l

l

l

彬㍑
＼/ン1

写貢渾 ※三

】_l l

…縦※ノ :シガクガ ク～

彩盗

/､､､芯

ル
二′ン/′/:/

シ:

′㌧//

＼＼＼＼＼＼ヾ＼

＼＼＼＼:＼

綜

ック

バイロット配管

(ABBタンクよlり

gメ山王

図23 減圧弁構造 図

一一次側h三力150kg/um2

▼0 10 20 3(I

二次側圧力(kg/cm2)

図24 減圧弁の流量特性

る.2 圧縮空気発生装置

表7は150kg/cm2空気圧縮機の仕様,図21は1次空気タンク

の概略図,また図2は1次側の各部の運転圧力整定値を示したも

のである｡

-27-
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る.3 減 圧 装 置

減圧弁には高感度のパイロット弁方式を採用しているので,作動

圧のばらつきが少なく良好な特性が得られた｡図23に減圧弁の構

造,図24に流量特性を示す｡

d.4 除i塁の問題

圧縮空気を減圧すると相対湿度は減圧比にしたがって低下する｡

常規使用状態では1次圧力150kg/cm2に対して2次圧力30kg/

Cm2であるから,1次側が相対湿度100%と考えて2次側でほ20%

以下となる｡本空気系統は1次側の最低使用圧力を60kg/cm2に

設定しているので,2次側の相対湿度は50%以下となり,この関係

はすでに長年の検討と実績を有するOPF,OPG形ABB(1次圧力

30kg/cm2,2次圧力15kg/cm2)と同じ構想に基づいている｡この

ため,1次側圧力は広い範囲にわたって使用できるので,1次空気タ

ンクの所要本数を少なくすることができて経済的である｡また,初

発気の場合には1次側圧力が60kg/cm2以下にならぬようにして

充気を行なえば,相対湿度は50%以下になる｡

7.結 口

以上述べたことをまとめると次のようになる｡

(1)系統の大容量化,高電圧化に伴って300kV,4,000A,25,000

MVA遮断器,さらに500kV級の遮断器が要求されてい

るが,これらの目的に対して従来形式の遮断器を単に拡大

して使用することは経済的にも機器寸法の点からも不適当

で,大容量専用の遮断器が必要となる｡

(2)今回開発したOPH-B形ABB系列は高電圧,大容量専用

の遮断器で

構造的には:

(a)操作圧力を30kg/cm2に昇圧して,300kV用2ユニッ

ト,525kV用3ユニットと大容量ユニットを採用した｡

(b)500kV系で問題となる開閉サージ抑制のために抵抗投

入方式を採用した｡

(c)投入用抵抗は遮断時にもそう入されるためサージ抑制に

対してさらに効果があり,また遮断時の電圧分布均等化,

再起電圧の抑制にも効果がある｡

(d)高速の機械的引張機構に加えて2サイクル用高速電磁弁

を開発し,2サイクル遮断器の実現を可能とした｡

(e)ステーがい子によるトラス構造を採用し,耐震効果を上

げるようにした｡

(f)そのはか構造的には多数の納入実績を有するOPF,OPG

形ABBとまったく同じ特長を有している｡

性能的には:

(a)2サイクル遮断可能

(b)5,000Aまで通電可能

(c)標準設計でも300kVにおいて1緑地絡時0.05kg/cm2

d

e

f

の汚損度に耐える｡

線閃電圧の充電電流でも遮断可能

励磁電流遮断時の異常電圧倍数2.2以下

そのほか種々の試験を実施したがいずれに対してもすぐ

れた性能を確認することができた｡

(3)ABBの操作圧力昇圧に伴い空気系も150kg/cm之に昇圧

して小形で能率の良いものとする一方,圧縮空気の除湿に

も効果をあげた｡

終わりに,本ABB開発にあたり種々ご助言をいただいた電力会

社各位に対し深甚なる謝意を表する｡
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